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＜バイオエネルギー村プロジェクトとは･･･＞ 

農村で必要なエネルギー（電気と熱）を、再生可能で、しかも二酸化炭素を排出しないバイ

オマスエネルギーで全て供給することを目指すプロジェクトです。農山村に豊富な農林業残渣

に加えて、空いている農地でエネルギー作物を栽培することで、必要な資源は地域内ですべて

そろえます。それらの資源を、バイオガスによるコジェネ施設と木質チップによる地域暖房施

設でエネルギー化する、という構想です。この構想を実現するためのモデル地域を募ったとこ

ろ、郡内で 17 地域が立候補。住民の意欲や資源確保の点から実現性を検討した結果、人口 700
人のユーンデ村が初代バイオエネルギー村に選ばれました。ドイツでも初の試みとなる「完全

エネルギー自給のバイオエネルギー村」が誕生しつつあります。 
 
＜バイオエネルギー村プロジェクト誕生の背景＞ 

今や世界中で増えつづけているエネルギー需要のほとんどが石油や石炭、天然ガスといった

化石燃料によって供給されています。化石資源は温暖化ガスの大量発生を引き起こし、地球規

模で気候の変動につながっています。自然界への影響だけではなく、残り少なくなっていく資

源をめぐった世界政治や経済への悪影響も懸念されています。 
一方、原子力発電は温暖化ガスを発生させずにエネルギーを供給しますが、燃料となるウラ

ンの埋蔵量にも限りがある上、放射性物質による人体への影響が懸念されています。 
便利ではあるが環境への負荷と枯渇問題を抱える化石燃料によるエネルギー供給。クリーン

ではあるが、危険性がともなう原子力によるエネルギー供給。こうした背景の中、太陽エネル

ギーを積極的に利用しようという動きが出てきているのは、むしろ当然のことと言えるかもし

れません。 



＜バイオエネルギー村プロジェクトの概要＞ 
地球に降り注ぐ太陽エネルギーの量は膨大で、全世界のエネル

ギー消費量の約 3000 倍もあると言われています。太陽光や風に

よるエネルギー供給は、条件によって出力が異なることが普及上

の課題となっていますが、バイオマスはそれを調節することがで

き、また貯めておくこともできるのです。そこでゲッティンゲン

大学とカッセル大学は、バイオマスを最大限に活かすことで、エネルギーを自給することの可

能性を共同で研究し始めました。 
バイオエネルギー村の最大の目標は、村内のエネルギー需要をバイオマスによって供給する

ことです。自然に発生するバイオマス（家畜糞尿と間伐材）では足りない分は、エネルギー作

物の栽培によって補います。バイオガスによるコジェネ（電熱供給）施設を中核に、冬場の熱

源として地域暖房施設を導入します。 
限られた農地で、いかに効率的なエネルギー作物を栽培するかが鍵でした。研究の結果、二

毛作によって資源量を増やすことと、収穫したエネルギー作物をサイレージにして保存を可能

にすることで、最も効率的にエネルギー作物を利活用できることができることが分かりました。 
バイオガスコジェネ施設では、発電の際に生じる熱の一部が発酵槽の温度を保つために使わ

れていますが、大部分は熱源として地域に供給されます。熱の需要が高まる冬場は、チップボ

イラーによる地域暖房施設で熱を供給します。熱の需要が最高潮に達する真冬の数日間に備え、

重油またはバイオディーゼルで稼動するボイラーも併設してあります。 
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コジェネ施設と地域暖房施設で発生する熱は、それぞれ温水の形で埋設されたパイプによっ

て村内の家庭に届きます。配管を埋設する工事の費用がかさむため、なるべく多くの利用者が

まとまった地域にいることが条件ですが、ドイツの農村には古くて熱効率の悪い暖房施設を使

いつづけている家が多く、そのような家が集まっている場合は、配管工事に投資をしても、熱

効率が上がる上に環境に優しい代替燃料に切り替えられるので、十分にメリットがあるのです。 
農村のエネルギー自給を考えるためには地域住民の積極的な関与が必須です。このため、

本プロジェクトには自然科学や技術系の専門家に加えて、心理学や社会学といった幅広い分野

の専門家を集め、実際に地域で実現できるような構想を練るための体制を整えました。「バイオ

エネルギー村構想」は大学の共同研究事業として誕生しましたが、モデル地域が決まってから

は、地域住民が中心となり、地域特性を活かしたプロジェクトに発展しました。ユーンデ村で

はエネルギー供給を司る組合形式の会社を立ち上がり、主な決定は村民自身が下しています。 



＜バイオエネルギー村プロジェクトの目標＞ 
① 資源保全および温暖化防止：再生可能な資源に切り替えていくことで化石燃料の寿命を延

ばすと同時に、温暖化ガスの排出を抑えることによって地球温暖化の防止に貢献します。 
② 国土保全および水質保全：バイオガスコジェネ施設に必要なエネルギー作物（トウモロコ

シ、穀物類、ヒマワリなど）を計画的に作付けすることで、土壌や地下水の状態を改善し

ます。特に窒素（Nitorat）や生態環境破壊物質は、明らかに減らすことができます。 
③ 生物多様性の保全：食用の作物と違い、燃料用のエネルギー作物は種類を問わないため、

除草剤を使う必要がありません。そのため、雑草や地域に特有の植生が守られます。 
④ 地域経済の向上：地域内の資源を利活用するため、これまで資源を得るために地域外に流

出していた費用が、地域内に留まるようになります。一方農業者にとっては、エネルギー

作物や家畜糞尿、間伐材を資源として販売することで、副収入を得ることができるように

なります。これによって農業に競争力が生まれ、活力のある農村が維持され、また施設を

建設する際に、地域内での雇用を生み出します。 
⑤ 住民参加による地域の活性化：このプロジェク

トは、元々大学の共同研究事業として誕生した

が、実現化に当たって非常に密接な住民との対

話が持たれました。プロジェクトを実現化する

に当たり、説明会を各地で開催した後、関心の

ある住民が多い地域をモデルに選んでいるため、

その時点で住民の関心は高まっています。モデ

ル地域がユーンデに決まったあとも、住民同士

の意見交換会や、合意形成に向けた討論会など

を数多く開きました。現在ではこのプロジェクトはユーンデ村の村民のプロジェクトであ

り、様々な決断は住民自身が下しています。 
⑥ エネルギー供給の地域分散化：エネルギーの供給地が一極化していることのリスクを減ら

すことができます。地域分散化すれば、地元の企業（組織）がエネルギー供給を担うこと

ができます。 
⑦ 生き甲斐ややりがいによる地域への愛着増加：ユーンデの住民が大学と共に育て上げたバ

イオエネルギー村プロジェクトは、先駆的で、しかも今後大きな期待をもたれているプロ

ジェクトです。国内外からの大きな期待を受け、住民たちはこのプロジェクトに強いやり

がいを感じるようになりました。同時に村社会の結びつきも強化されました。このプロジ

ェクトによって地域への愛着や誇りが一層高まることが期待できます。 
 
バイオエネルギー村が誕生すると、ユーンデ村では年間約 3300 トンの二酸化炭素が削減されま

す。電気と熱を自給するというこのプロジェクトは、その他にも多くの可能性を秘めています。

ユーンデ村が具体的なモデル地域となり、エネルギーを自給できるバイオエネルギー村がどん

どん増えていけば、地球温暖化防止対策の目標を達成できるばかりでなく、持続的で明るい農

村が増えていくでしょう！ 
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助成 
調査：連邦農林省（農業および消費者保護省）

の委託により再生可能な資源協会（FNR, 
Fachagentur Nachwachsende Rohstoff e.V）

が実施 
 
バイオエネルギー利用設備： 
連邦農林省（農業および消費者保護省）の予

算によって Fachagentur 再生可能な資源協

会 （ FNR, Fachagentur Nachwachsende 
Rohstoff e.V）が助成 
• ゲッティンゲン郡 
• EU の助成制度 LEADER＋ 
• ニーダーザクセン
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